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研究成果の概要（和文）：高強度アト秒パルスを用いたポンプ・プローブ計測において、アミノ酸分子を含む多
原子分子内の分子内電荷移動過程を実時間追跡するために有効な計測手法の開発を行った。レーザー誘起音響脱
離法を用いた非揮発性分子の安定な真空導入手法の確立、非線形過程由来のフラグメントイオンの角度分布を抽
出することができる周波数分解運動量画像法の開発および全フラグメントイオンの運動量画像を同時に観測する
ことが可能なフラグメント分解運動量画像法の開発を行った。

研究成果の概要（英文）：Experimental setup for investigating the intramolecular charge transfer 
processes in polyatomic molecules including the amino acid molecules with the pump-probe measurement
 using the intense attosecond pulses is developed. The method for introducing the non-volatile 
molecules stably in the ultrahigh vacuum chamber with the laser-induced acoustic desorption method 
is established. The frequency-resolved momentum imaging method in which the angular distribution of 
fragment ions originated from the delay-dependent signals can be securely extracted is developed. 
Multi-mass momentum imaging method in which the momentum images of all kinds of fragment ions can be
 captured simultaneously is developed.

研究分野： 物理化学
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１．研究開始当初の背景 

 近年のレーザー技術の著しい進展によっ
て、アト秒パルスの発生が可能となってきた。
アト秒の時間分解能は、物質中の電子の運動
および電子分布の変化を実時間追跡するた
めに必要不可欠であり、アト秒パルスをポン
プ光、アト秒パルス発生に用いる高強度の近
赤外光をプローブ光として用いたポンププ
ローブ計測で、原子分子内のアト秒時間スケ
ールの電子ダイナミクスの計測が実現され
つつある。 

しかし、多光子吸収を誘起するに十分なア
ト秒光源は高繰り返し化が困難な状況にあ
り、十分な信号雑音比でアト秒領域の分子ダ
イナミクスを観測するためには、計測手法お
よび装置の最適化が必要な状況であった。 

また、ポンププローブ遅延時間に依存する
非線形信号のみを選択的に抽出する新規計
測手法の確立や低繰り返しのアト秒光源に
おける計測手法の最適化およびアミノ酸や
タンパク質を含む蒸気圧が低く従来手法で
真空中に導入することが困難である多原子
分子の高密度真空導入手法の確立が必要な
状況であった。 

 

２．研究の目的 

生体分子を含む多原子分子における分子
内電荷移動過程の実時間観測を目標とする
アト秒反応イメージング法を開発する。レー
ザー誘起音響脱離法により高密度の中性生
体分子を、フラグメント化を回避し真空チェ
ンバー中に導入手法の確立を行う。また、ポ
ンププローブ光遅延時間に依存する信号由
来のフラグメントイオンの運動量画像を抽
出することが可能な周波数分解運動量画像
法の開発およびその原理実証を行う。さらに、
全フラグメントイオン種の運動量画像を同
時に観測することが可能であるフラグメン
ト分解運動量画像法の開発を行う。これらの
開発装置を用いて、分子サイズの小さい炭化
水素分子を用いて開発装置の性能評価を行
うとともに、ポンプ光とプローブ光で波長の
異なる高強度アト秒パルスを用いて、生体分
子内の電荷移動過程のポンププローブ計測
を行う。電子状態の変化に鋭敏なフラグメン
トイオンの角度分布の時間変化を計測する
ことによって、電荷移動反応における電子状
態変化の役割を理解することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

当初の研究方法は以下の 3 つに分けて計画を
行った。 

（1）レーザー誘起音響脱離法による非揮発
性多原子分子の真空導入 

 金属薄膜（厚さ数 10 m）の片面に、スピ
ンコーターを用いて溶媒に溶かした非揮発
性分子をコートする。中空の超高真空対応
XY 自動ステージ上に設置を行い、コートを
行っていない背面より脱離用レーザー光を
照射する。金属薄膜自体を速度投影型運動量

画像計測装置のリペラー電極として用いる。 

薄膜の厚みおよびレーザー照射条件を最
適化することによって、発散角が小さくかつ
高密度の中性状態の生体分子を生成する。発
生量については、残留ガス分析装置および飛
行時間型質量分析装置を用いて定量化する。 

 

（2）周波数分解運動量画像法の開発 

アト秒パルスを用いたポンププローブ計
測においては、ポンプ光またはプローブ光の
みでフラグメントイオンが生成するため、観
測される信号は、遅延時間に依存しない 1 光
子過程と遅延時間に依存する多光子過程信
号の重ね合わせとなる。計測装置の信号雑音
比を向上させることで、各画素において信号
強度のポンププローブ遅延時間依存性を観
測することができる。フーリエ変換で得られ
る周波数スペクトルより、特定の周波数領域
のみを抽出することによって、周波数分解の
運動量画像を得ることができる。 

 

（3）フラグメント分解運動量画像計測装置
の開発 

 速度投影型運動量画像計測装置では、画像
読み出しに用いる CCD または CMOS センサ
ーの時間分解能が十分でないために、従来で
は MCP 検出器にゲート電圧を印加する等の
手法を用いて単一のフラグメントイオン種
を選択しその運動量画像を選択的に計測す
る手法がとられてきた。本研究では、蛍光寿
命の短いフォスファースクリーンと 2 台の
高ダイナミックレンジ科学計測用 CMOS

（sCMOS）カメラおよび高速光強度変調素子
を用いることで全フラグメントイオン種の
運動量画像の同時計測を実現する。フォスフ
ァースクリーンからの蛍光をビームスプリ
ッターで 2 分割したのち、片方のみ光強度変
調素子を通す。これにより、透過率を時間と
ともに単調に変化させることができる。すな
わち、2 台の sCMOS カメラで記録される輝
点の信号強度比より、フラグメントイオンの
検出器への到達時間を復元し全フラグメン
トイオンの運動量画像の同時計測を可能と
する。 

 
４．研究成果 
（1）レーザー誘起音響脱離法による非揮発
性多原子分子の真空導入 

 タンタル薄膜（厚さ 20 m）の片面に、ス
ピンコーターを用いてグリシン水溶液のコ
ートを行った。コート後の試料を超高真空対
応の中空自動ステージ上に設置し、背面より
脱離用レーザー（波長 532 nm または 527 nm）
を照射し、グリシン分子の脱離を行った。残
留ガス分析装置を用いてグリシン分子の分
圧の変化を観測したところ、図 1 に示すよう
に脱離用レーザーの強度増加とともに、グリ
シン分子およびグリシン分子由来のフラグ
メントイオンの分圧が増加することを確認
した。 



試料の同じ場所に脱離用レーザーが照射す
ると、試料に穴が開くことから、試料位置を
走査することで同じ場所に長時間脱離用レ
ーザーが照射されることを回避した。これに
よって、長時間安定に真空中にアミノ酸分子
のグリシン分子を導入することが可能とな
った。 

このレーザー誘起音響脱離法を用いたア
ミノ酸分子を含む非揮発性分子の真空導入
装置は、新たに開発を行った多層電極型速度
投影運動量画像計測装置に組み込みを行っ
た。このとき、タンタル薄膜はリペラー電極
としても機能し、ほぼ設計通りの運動量分解
能が得られることを確認した。 

 

図 1: レーザー誘起音響脱離法を用いたアミ
ノ酸分子の真空導入。分圧の脱離レーザー強
度依存性。 

 

（2）周波数分解運動量画像法の開発 

 速度投影型運動量画像計測装置において、
ピエゾバルブをリペラー電極に統合した高
密度分子導入および画像の高速読み出しが
可能な sCMOS カメラを用いた運動量画像の
シングルショット取り込みおよび輝点カウ
ンティング解析を新たに導入することによ
って、計測系の信号雑音比の改善を行った。
リペラー電極統合型ピエゾバルブは、開口時
間 10 s で動作することが可能であるため、
真空システムへの負荷を大幅に低減しなが
ら、集光領域における試料密度を上げること
が可能となった。また、輝点カウンティング
解析により、マイクロチャンネルプレートの
電子増倍の空間不均一性を補償し、定量性の
高いデータを得ることが可能となった。 

 この開発手法を用いて、高強度アト秒パル
ス列を用いたポンププローブ計測で窒素分
子の振動波束の時間発展を観測し、図 2 に示
すように中性分子の電子励起状態 b’1u

+（振
動周期~55 fs）と一価イオンの電子励起状態
A2u状態（振動周期~18 fs）に起因する運動
量画像を分離することが可能であることを
実証した。本開発手法は、ポンププローブ遅
延時間に依存するフラグメントイオンの角
度分布を抽出することができる新規手法と
して位置づけられる。アト秒パルスを用いた
ポンププローブ計測においては、ポンプ光ま
たはプローブ光の 1 光子吸収でフラグメント
イオンが生成し背景信号となるため、本開発
手法が相関信号の観測に極めて有効である。 

 

図 2: 窒素分子の周波数分解運動量画像 

(a) b’1u
+状態 (b) A2u状態 

 

（3）フラグメント分解運動量画像計測装置
の開発 

 従来の運動量画像計測装置では、イメージ
センサーが電荷積分型であるため、フラグメ
ントイオンの検出器への到達時間に関する
情報が失われる問題があった。図 3 に示すよ
うに蛍光強度とフラグメントイオンの飛行
時間を一対一対応させることで、時間情報を
復元することができることに着目し、全フラ
グメントイオンの運動量画像が同時に観測
することが可能な装置の開発を行った。 

蛍光強度をフラグメントイオンの飛行時
間の関数として単調に変調させるために、透
光性セラミックス PLZT を用いた高速光強度
変調素子の導入を行った。この素子では、数
マイクロ秒の時間で蛍光強度の透過率を
10%から 90%まで変調することが可能である。 

開発装置の原理実証のため、二酸化炭素分
子を試料として用いて、アト秒パルスを照射
時の解離性イオン化過程を観測し、蛍光の透
PLZT 光強度変調素子の透過率で観測信号を
分類することによって、フラグメントイオン
の検出器への到達時間を復元し、全フラグメ
ントイオン（C+, O+, CO+）の運動量画像が同
時に観測できることを確認した。 

 国外で開発されているハイブリッドピク
セル検出器を用いた手法と比べて廉価であ
ることおよび、イメージセンサーの画素数が
多いため高い運動量分解能が得られること
が特徴である。 

 

図 3: フラグメント分解運動量画像計測の原
理 
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